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カラスビシャク(""e肋舵、α”）果実のアリ散布と水散布の可能性

志田隆文＊・冨永 達*＊

MyrmecochoryandombrohydrochoryofPi"e"iα舵"ld"
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要約：畑多年生雑草カラスビシャクは，種子，珠芽および球茎で繁殖する。カラスビシャ

クの種子の散布方法を明らかにすることは， カラスビシャクの分布拡大を考察するうえで

重要である。本研究では， カラスビシヤクの秘子のアリ散布と水散布の可能性を検討した。

カラスビシヤクの果実はクロヤマアリにより運搬され，果皮がクロヤマアリを誘引する効

果が高いことが縄められた。また，完熟果実では，果皮が種子から剥離し，それらの間に

空気層が生じ，水に浮遊した。この結果から， この空気層が浮き袋の役割を担っているこ

とが推定された。
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サトイモ科ハンゲ属の畑多年生雑草カラスビシャク

(Pi"e"iα〃"!"‘ (Thunb.) Breil.)は， 日本に広く分布して

いる。朝鮮半島や中国大陸にも分布し，史前帰化植物と

されることもある（笠原l985;佐竹らl982)。

カラスビシャクは，葉柄や葉身の基部に珠芽をつける

とともに地下に球茎をつけ，旺盛に栄養繁殖する。他方，

球茎が一定サイズに達すると花茎を抽出し，種子でも繁

殖する(TominagaandNakagakil997)。本種の仏炎苞内に

形成される果実は液果で，ひとつの果実にはl種子が内

包されている。果実は，熟すると仏炎苞から容易に落下

する。

一般に，栄養繁殖器官はサイズが大きいため，遠距離

散布されないが，種子は，遠距離散布に適したさまざま

な散布器官をもっている。雑草の種子の散布方法を明ら

かにすることは，雑草の分布拡大を考察するうえで重要

である。 しかし， カラスビシヤクの種子散布に関する情

報は極めて少ない。本研究では， カラスビシャクの種子

散布方法を明らかにするために， アリ散布と水散布の可

能性を検討した。

1 ． アリによる果実運搬に関する実験

福島県いわき市錦町の芝生から2012年3月にカラスビ

シャクの球茎を採取し，畑土を詰めた直径l5cm,高さ15

cmのポットに定植した。萌芽，生長した個体から抽出し

た花茎に着果した果実を採取し， ラップで包み冷蔵庫で

保存し， 日本の低地や山地の日当たりのよい場所で普通

にみられるクロヤマアリ， クロオオアリおよびアズマオ

オズアリによる以下の種子散布実験に用いた。

カラスビシャクの果実を置床するテストプレートは，

6×l3.5cmの白厚紙にl.5×2cmの枠を5mm間隔で5個

あけ， これをもう1枚の白厚紙に糊付けし，作成した

（第1図)。なお，クロヤマアリは，テストプレート自体

に忌避反応を示さないことを確認した。なお， これらの

実験は8月4日に行った。

1）クサノオウとの比較実験

l.5×2cmの枠内にカラスビシヤクの果実をlO個置き，

このテストプレートを，いわき市勿来町の民家庭先の踏

み石の下に営巣するクロヤマアリの巣穴から6cmの距離

に第1図に示したように設置し，侍去りを調査した。対

照としてアリが種子散布することが知られているケシ科

クサノオウ属のクサノオウ(dieIM"'j""lｸ"""sL.subsp."iα"α"〃
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第1表 カラスビシャク果実各組織のクロヤマアリによる運搬

組織 半数を運綴するのに要した時間(分）

果実

果皮

種子

種枕
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スベリヒユの茎

３
４
９
６
７
５

２
３
８
７

霧：
ｶﾗｽピｼ#ククサノオウ↑

F1

~

1

●● 句▼●’

凸●｡◆●
⑧”参◆
卿Y丙痂亜苧零L､MII1111 |"1

r

竃

●●● ●
第1図カラスビシャク果実の演床

第2図クロヤマアリによるカラスビシャク果実の運搬
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第3図カラスビシャクの果実

上段：未熟果．中段；完熟果，下段；果皮を一部剥離

め（第2図)， 3分後にはすべての果実を運び終えた。ク

ロオオアリおよびアズマオオズアリについては，巣穴近

くに複数のカラスビシヤク果実を置くと， クロヤマアリ

と同様に速やかに巣穴に運び込むことを確認した。この

結果から，アリがカラスビシャク種子の散布者である可

能性が強く示唆された。

クサノオウの種子は, 12分後に半数が運ばれた。カラ

スビシャクの果実に対するアリの嗜好性は，アリ散布す

ることがすでに知られているクサノオウの種子と同程度

に高い可能性がある。

2）カラスビシャクの組織別比較実験

クサノオウは種子の種枕でアリを誘う（多田2㈹2)。

カラスビシャク果実の各組織のアリに対する誘因効果を

検証した結果， クサノオウとは異なり，果実とともに果

皮の誘因効果が高かった(第1表)。種子も搬送されたが，

誘因効果は果実より低かった。カラスビシャクの果実で

は，種枕は果皮内に存在するため，果皮をはがすと種枕

が現れるが（第3図)，種沈のアリに対する誘因効果は，

果皮よりも低いようである。

自然落下したカラスビシャクの果実は半日も経たない

うちにすべてが何処かに運び去られる。この状況と上記

の結果からアリがカラスビシヤクの散布者である可能性

が極めて高い。

ユリ科カタクリ属のカタクリ(EIyljim"加"〃0"ic""'Decne.)

では．アリは巣に運び込んだカタクリの種子の種枕を幼

Hara)の種子も置床し，同様に調査した。

2）カラスビシャクの組織別比較実験

クロヤマアリを誘引するカラスビシャクの組織を明ら

かにするために，上記のテストプレートにカラスビシャ

クの果実，種子から切り出した種枕，種子本体，果皮お

よび花茎切片と対照としてスベリヒユ茎切片をそれぞれ

10個置床し，同様に調査した。

2．果実の水浮遊に関する実験

降水によるカラスビシャク果実の散布の可能性を検証

するために，水道水を入れた直径6cm,高さ6cmのガラ

スビンに上述の果実を10個入れ，室温(20～25℃）に

17日間置き，浮遊状態と発芽の有無を調査した。

結果および考察

1 ． アリによる果実運搬に関する実験

1）クサノオウとの比較実験

供試したクロヤマアリは,テストプレート設置30秒後

にはカラスビシャクの果実を速やかに巣穴に運び込み始
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ることからこの空気層は浮き袋の役割を担っていると考

えられた。 17日後には,浮遊したまま発根した(第4図)。

さらに．全果実をピンから取り出し，赤玉土を詰めたポ

リポットに埋め込み屋外に置くとすべての果実から発芽

が認められた。採り橘き時の発芽率は34～56％である

ので（長尾1980),水上に浮遊した果実は，その発芽率

が上昇する可能性がある。

カラスビシヤクの自然落果した完熟果実は，果皮と種

子の間の空気層とクチクラの擬水作用によって浮遊し，

水上でも一定期間発芽能力が維持されることから，降雨

などによっても散布される可能性が示された。
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引用文献第4図浮遊したカラスビシャク種子からの発根（矢印）

虫の餌として切り離した後種子を巣外に運び出す（守山

1996)。カラスビシャクでは，実験開始日からlか月間

に巣穴周辺に排出されたゴミ入り土砂約5mgを節選別

し，カラスビシャク種子の有無を確認したが，少なくと

も50果実が巣穴に運び込まれたにもかかわらず，種子

を認めることはできなかった。カラスビシヤクの種子が，

アリの巣穴内で発芽しているのかどうかも含めて今後さ

らなる調査が必要である。
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2．果実の水浮遊に関する実験

カラスビシャクの果実が完熟すると白味を帯びるのは

果皮が種子から剥離し内部に空気層が生じるためである

（第3図)。水道水を入れたピンに完熟果実を入れると，

果実は浮遊した。果皮をはがした種子は，水中に沈降す




